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題目：ユニバーサルパターン展開法(UPDM)のLandsat/MSSデータへの適用
発表報告

上記の題目にてポスター発表を行った。本研究は、Landsat衛星データを用いて1970年代から現在までの都市化による土地被覆物の変動解析を行う事を目的としている。今回、1970年代を観測していたLandsat/MSSセンサの解析に季節や年代への依存度の少ないデータ解析法であるユニバーサルパターン展開法を用い、1980年代から近年まで観測を続けていたLandsat/TMセンサの解析結果と比べる事で、ユニバーサルパターン展開法のLandsat/MSSデータへの適用性に関して研究を行い、その結果を学会にて発表した。

土地被覆物の分類手法にはユニバーサルパターン展開法以外にも植生指標NDVIを用いたものなど、さまざまなものがある。今回の学会発表にてそれらの手法を用いた分類結果等の発表もあり、今後の研究の参考になった。また、同じ軸で土地被覆物の経年変化を知ることを目的とした研究発表はなく、自分の研究の必要性を強く感じることが出来た。これらのことを今後の研究に活かしていきたい。
○東海大学沖縄地域研究センター訪問　（マングローブ林の共同調査と議論）

調査内容：マングローブ林における反射率測定、東海大学サイト見学
調査報告

衛星からの土地被覆、植生変動の解析を行う際、地上での植生の分光反射率の特性の把握は非常に重要であり、今回は、マングローブ林の反射率データを得ることが目的のひとつであったが、測器の不具合のため、マングローブ林の反射率のデータを得ることは出来なかった。しかし、実際に現地の状態を自分の目で確認しておくことは衛星データを用いて土地被覆分類する際にも大変役に立つと考えられ、今回のサイト見学は今後の研究活動を続ける際の大きな糧となる。また、東海大学の毎木調査に同行し、実際の作業の補助を行った。本研究室においても、奈良県の県有林にて、スギ、ヒノキの毎木調査を定期的に行っており、他研究室の同様の目的に対する作業手順、作業内容、使用測器は、本研究室での県有林調査作業に大変参考になった。
